
ひまわり新聞 
 医事課と看護部が 

担当して講義を行う 

予定です。 

 

  

 ★ 詳細につきましては 

   後日外来にてお渡し 

   します。 

  

  

 

9月のひまわり教室 

江南病院 ひまわり委員会 

 ３月のひまわり教室での講義 「足のゆび、意識していますか？」に続き、今回はリハ

ビリによる神経の検査と、看護師による足の観察を参加者全員の方に行いました。日

頃、接する機会の少ない私達に足を見せることに抵抗があった方もいらっしゃったかと

思いますが、ご協力頂き本当にありがとうございました(*^_^*) 

  今回の神経の検査や足のチェックを行ったことで、改めて自分の足をじっくりと観察

することができたのではないかと思います。神経の検査はすぐにはできないにしても、

足を観察することは毎日でも出来る非常に大切なケアなんですよ♪ 

 今回は、足の観察のポイントについて振り返りたいと思います。足に傷やタコ、靴ずれ

が出来ていても自分では気付かない事もありますので、足を洗う時などで結構ですか

ら、まずは足をみることから始めましょう。 鏡を用いたり、家族の人に見てもらうことで

普段見えないところも見えるようになります。 

 糖尿病の合併症の中で目

の病気や 腎臓の病気は通

院時の検査によって発見す

る事ができます。しかし 足

の怪我などは見過ごされて

しまいがちです。足の合併症

は 患者さん自身で見つけ

ていただくことが糖尿病から

「足を守ること」に繋がりま

す。図を参考にしながら足の

チェックをして下さい。 
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発行日 

   平成２３年７月１９日 

東日本大震災の影響により電力の使用が制限されることもあり、今年の夏は、いつもより暑い夏になる

ことが予想されます。さらに、糖尿病の患者さんは、高血糖によって尿量が増えたり、神経障害による

自律神経機能の低下から脱水症や熱中症を発症しやすくなります。本格的に暑くなる前に熱中症の症

状、予防のためのポイントを知ることで熱中症から身を守りましょう！！ 
 

    

 

 夏の暑さから、からだを守る！～熱中症について 

Ｈ２３年５月のひまわり教室 

編集後記 

 

 

               

今年も梅雨が明け、いよ

いよ夏本番です！！ 

熱中症に関しての記事も 

載せておりますので、参

考にしてみてください。食

事や水分だけでなく、夜

間の睡眠も、実はひじょ

～に重要です。 いろん

な工夫を凝らして、この

夏を共に乗り切って行き

ましょう！！ 

 

（内容）あなたの足を守るフットケ 

    ～看護部・健康管理室・リハビリ～ 

熱中症予防のために・・・ 

・暑いときは無理をしない 

・環境状況に応じて運動量を調節し、休息をとる 

・適切な水分補給をする 

・暑い日は、白っぽい腹、通気性、吸水性に優れた服を選ぶ 

・汗をたくさんかいたときは、着替えることも忘れないように 

・帽子をかぶったり、肩から首を手ぬぐいで覆うのも効果的 

熱中症を疑う症状とは・・・ 

○めまい・失神 

○筋肉痛・筋肉の硬直 

○体稜の発汗 

○頭痛・気分の不快感 

 吐き気・嘔吐・倦怠感・虚脱感 

○意識障害・痙攣・手足の運動障害 

○高体温 

     暑さに負けず、楽しい夏をお過ごしください。 



記事の見出し 
ここに記載する記事は３７

０から５００文字程度の長

さにします。 

家 族 の 誕 生 日 や 入 学 ・ 卒

業・就職など、その時々に

知らせたいことを記入しま

す。おひなさまや端午の節

句など季節にあった記事を

記 入 す る の も よ い で し ょ

う。また普段の生活の中で

のうれしい出来事や、楽し

かったことなど読者が興味

を持ちそうな出来事を記入

します。他にテレビや新聞

からの情報についての感想

などを記入するのもよいで

しょう。他の家族からも記

事を書いてもらったり、イラストを描いてもらうのもよいで

しょう。記念写真を入れてみるのも一つの手段です。読者の

ことを考えて、読みやすいように記入します。 

いろいろな話題を数多く取り上げる場合は、各記事の内容を

簡潔にまとめて短くするように心がけてください。 

ニュースレターに載せる記事は、そのままホームページにす

ることもできます。Publisherには、ニュースレターをホー

ムページに簡単に変換する機能が用意されています。ニュー

スレターを作成したら、ホームページに変換してみてくださ

い。 

ニュースレターに載せ

る 記 事 は 、 そ の ま ま

ホームページにするこ

と も で き ま す 。

Publisherには、ニュー

スレターをホームペー

ジに簡単に変換する機

能 が 用 意 さ れ て い ま

す。ニュースレターを

作 成 し た ら 、 ホ ー ム

ページに変換してみて

ください。 

ここに記載する記事は３７０から５００文字程度の長さにし

ます。 

家族の誕生日や入学・卒業・就職など、その時々に知らせた

いことを記入します。おひなさまや端午の節句など季節に

あった記事を記入するのもよいでしょう。また普段の生活の

中でのうれしい出来事や、楽しかったことなど読者が興味を

持ちそうな出来事を記入します。他にテレビや新聞からの情

報についての感想などを記入するのもよいでしょう。他の家

族からも記事を書いてもらったり、イラストを描いてもらう

のもよいでしょう。記念写真を入れてみるのも一つの手段で

す。読者のことを考えて、読みやすいように記入します。 

いろいろな話題を数多く取り上げる場合は、各記事の内容を

簡潔にまとめて短くするように心がけてください。 

記事の見出し 

図や写真の説明を記入します。 

図や写真の説明を記入します。 

簡潔にまとめて短くするように心がけてください。 

ニュースレターに載せる記事は、そのままホームページにす

ることもできます。Publisherには、ニュースレターをホー

ムページに簡単に変換する機能が用意されています。ニュー

スレターを作成したら、ホームページに変換してみてくださ

い。 

記事の見出し 
ここに記載する記事は３７０から５００文字程度の長さにし

ます。 

家族の誕生日や入学・卒業・就職など、その時々に知らせた

いことを記入します。おひなさまや端午の節句など季節に

あった記事を記入するのもよいでしょう。また普段の生活の

中でのうれしい出来事や、楽しかったことなど読者が興味を

持ちそうな出来事を記入します。他にテレビや新聞からの情

報についての感想などを記入するのもよいでしょう。他の家

族からも記事を書いてもらったり、イラストを描いてもらう

のもよいでしょう。記念写真を入れてみるのも一つの手段で

す。読者のことを考えて、読みやすいように記入します。 

いろいろな話題を数多く取り上げる場合は、各記事の内容を

「印象に残るような文章を読者

の目を引くよう、記事の中から

選びここに記入します。」 
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ニュースレターに載せる記

事は、そのままホームペー

ジにすることもできます。

Publisher には、ニュース

レターをホームページに簡

単に変換する機能が用意さ

れています。ニュースレ

ターを作成したら、ホーム

ページに変換してみてくだ

さい。 

ここに記載する記事は３７０から５００文字程度の長さにし

ます。 

家族の誕生日や入学・卒業・就職など、その時々に知らせた

いことを記入します。おひなさまや端午の節句など季節に

あった記事を記入するのもよいでしょう。また普段の生活の

中でのうれしい出来事や、楽しかったことなど読者が興味を

持ちそうな出来事を記入します。他にテレビや新聞からの情

報についての感想などを記入するのもよいでしょう。他の家

族からも記事を書いてもらったり、イラストを描いてもらう

のもよいでしょう。記念写真を入れてみるのも一つの手段で

す。読者のことを考えて、読みやすいように記入します。 

いろいろな話題を数多く取り上げる場合は、各記事の内容を

簡潔にまとめて短くするように心がけてください。 

ここに記載する記事は３７０から５００文字程度の長さにし

ます。 

家族の誕生日や入学・卒業・就職など、その時々に知らせた

いことを記入します。おひなさまや端午の節句など季節に

あった記事を記入するのもよいでしょう。また普段の生活の

中でのうれしい出来事や、楽しかったことなど読者が興味を

持ちそうな出来事を記入します。他にテレビや新聞からの情

報についての感想などを記入するのもよいでしょう。他の家

族からも記事を書いてもらったり、イラストを描いてもらう

のもよいでしょう。記念写真を入れてみるのも一つの手段で

す。読者のことを考えて、読みやすいように記入します。 

いろいろな話題を数多く取り上げる場合は、各記事の内容を

簡潔にまとめて短くするように心がけてください。 

ニュースレターに載せる記事は、そのままホームページにす

ることもできます。Publisher には、ニュースレターをホー

ムページに簡単に変換する機能が用意されています。ニュー

スレターを作成したら、ホー

ムページに変換してみてくだ

さい。 

記事の見出し 

記事の見出し 

簡潔にまとめて短くするよ

うに心がけてください。 

ニュースレターに載せる記

事は、そのままホームペー

ジにすることもできます。

Publisher には、ニュース

レターをホームページに簡

単に変換する機能が用意さ

れています。ニュースレ

ターを作成したら、ホーム

ページに変換してみてください。 

ここに記載する記事は３７０から５００文字程度の長さにし

ます。 

家族の誕生日や入学・卒業・就職など、その時々に知らせた

いことを記入します。おひなさまや端午の節句など季節に

あった記事を記入するのもよいでしょう。また普段の生活の

中でのうれしい出来事や、楽しかったことなど読者が興味を

持ちそうな出来事を記入します。他にテレビや新聞からの情

報についての感想などを記入するのもよいでしょう。他の家

族からも記事を書いてもらったり、イラストを描いてもらう

のもよいでしょう。記念写真を入れてみるのも一つの手段で

す。読者のことを考えて、読みやすいように記入します。 

いろいろな話題を数多く取り上げる場合は、各記事の内容を

記事の見出し 

「印象に残るような文章を

読者の目を引くよう、記事

の中から選びここに記入し

ます。」 
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図や写真の説明を記入しま
す。 

図や写真の説明を記入します。 



ニュースレターに載せる記事は、そのままホームページに

することもできます。Publisher には、ニュースレターを

ホームページに簡単に変換する機能が用意されています。

ニュースレターを作成したら、ホームページに変換してみ

てください。 

ここに記載する記事は３７０から５００文字程度の長さに

します。 

家族の誕生日や入学・卒業・就職など、その時々に知らせ

たいことを記入します。おひなさまや端午の節句など季節

にあった記事を記入するのもよ

いでしょう。また普段の生活の

中でのうれしい出来事や、楽し

かったことなど読者が興味を持

ちそうな出来事を記入します。

他にテレビや新聞からの情報に

ついての感想などを記入するの

もよいでしょう。他の家族から

も記事を書いてもらったり、イ

ラストを描いてもらうのもよい

でしょう。記念写真を入れてみ

るのも一つの手段です。読者の

ことを考えて、読みやすいよう

に記入します。 

いろいろな話題を数多く取り上

げる場合は、各記事の内容を簡

潔にまとめて短くするように心

がけてください。 

裏面記事の見出し 

図や写真の説明を記入します。 

ここにはこれまでの記事とは分けたい内容を記入します。大事な

お知らせや、読者の記念日へのメッセージ、恒例になっている記

事などを記入します。 

記事に関して必要であれば問い合わせ先を記入しておくのもよい

でしょう。 

ビジネス１の住所 

住所２行目 

江南病院 ひまわり委員会 

電話 ００（５５５５）５５５５ 

FAX ００（５５５５）５５５５ 
Email: someone@example.com 

キャッチ コピーを入力します 

ホームページもご覧

ください。 

example.microsoft.com 


